Reading the film Lu cha 『綠茶』(2) How Jin Renshun 金仁順\u27s novel Shui bian de a di li ya 『水邊的阿狄麗雅』 was put into cinema by 小川 利康
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　前稿では原作小説 「水邊的阿狄麗雅」 （短篇小説 2002年 2月、以下 「原作」）1）
がどのようにして映像化されたかについて、原作者金仁順自身による映画脚本
『緑茶』 （北京出版社 2003年 1月、以下北京版）2） との比較を通して検討してきた。
その問題の核心は、原作小説中の主人公かつ物語の語り手たる 「私」 が内包す
る二重人格を映像化するプロセス及び方法にあった。





　この小説を映像化するにあたり、第一稿を担当した唐大年は 「私」 の回想 
〔2〕　中国文学研究　第三十二期
（フラッシュバック：闪回） のなかで 「朗朗」 を描こうとした。だが、この方法
では、「朗朗」 は 「私」 の過去として描かれるので、同一であることは自明の









つも、「朗朗」 は 「私」 から完全な独立を果たし、掛け値なしの二重人格へと
変更された。これにより第一の方法の欠陥は克服したといえる。

































































になった。（「片場日記」 2002年 5月 23日）。
　金仁順が脚本を担当した北京版で大きく変わったのは、主人公の 「私」 を
「呉芳」 に、モノローグから 「朗朗」 を独立させた点であった。今回の問題は














少し抽象的に描きたいと言った。（「片場日記」 2002年 6月 14日）
　この日記を読む限りでは、「もう一つの結末」 はとうとうお蔵入りになった
と覚しい。だが、張元は華藝版のままで良しとせず、若干の変更を加えて、決











































































の言葉に対し、呉芳は 「本当に私のこと、好き？」 と反問し、陳は 「実は分か
らないけれど、お前がいないとき、とても恋しかった」 と答える。また、陳か


















































映画 「緑茶」 を読む （下） （小川）　〔9〕
服装なら幾らでも換えられると説得し （華藝版第四十場）、服装を着替え、メガ
ネ以外は呉芳そっくり



























































ホテル （華藝版） で、分裂から回復した 「私」 に語りかけるのである。その意
味で陳が最後に語りかける言葉そのものに明快な意味を見いだし得ないのは
当然ともいえる。






































































ば、「私」 にとって 「お見合い」 の意味は失われる。性的関心しか持たない相
手では、朗朗の存在の虚妄に目を向けるはずがないからだ。自らの虚妄が暴か
































1） 『作家』 （2002 年 2 期） 発表、のち 『小説選刊』 （2002 年 4 期） 転載。邦訳は鷲巣
益美訳 「渚のアデリーヌ」 （『中国現代小説』 第Ⅱ巻第 30号、蒼々社）。「活躍作
家金仁順専欄佳作賞讀」 （作家網 http://www.chinawriter.com.cn/dhzj/jinrenshun/
jinrenshunzy.asp）





4） 「緑茶」 脚本のほか、王墨 「片場日記」、張元の監督映画紹介を含む一冊と 「緑








川照之著 『中国魅録― 「鬼が来た !」 撮影日記』 （2002年 4月キネマ旬報社）、中
映画 「緑茶」 を読む （下） （小川）　〔15〕
井貴一 『日記― 「ヘブン・アンド・アース」 中国滞在録』 （2004年 2月キネマ旬
報社） などでは、少なからず撮影方法の違いに抵抗感を示している。
6） 王墨 「片場日記」 （2002年 5月 18日） で 「三天前，剛聽張元ā把新片的片名改為
《綠茶》時」 と述べるように、映画タイトルもクランクインを翌々日に控えた 5
月 15 日にようやく 「緑茶」 と決まった。方力鈞はキャスト決定後 23 日深夜に
張元が交渉に行き、翌 24日からは撮影に参加している。ほかにロケーション場
所の変更など枚挙の暇がないほどである。このような綱渡りの進行でありなが



























ることは保証できない。精神病理としての 「二重人格」 （解離性同一性障害） つ
いては別途専門書について正しい理解を深められたい。
